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リ
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ス
ト
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タ
イ
ヤ
東
京
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場 
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日
立
製
作
所
武
蔵
工
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第
四
節 
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の
商
工
業 

一 

小
平
商
工
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商
店
街 

三 

大
型
店
の
進
出 
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四 
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節 

小
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一 
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二 
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第
一
章 
村
の
維
新 

第
一
節 

地
方
制
度
と
地
租
改
正 

一 

村
役
人
制
度
の
変
化 

1 

村
用
掛
補
助
撰
挙
書 

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
六
月
一
四
日 

2 

病
気
御
届
〔
戸
長
辞
職
願
〕 

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
二
月
三
日 

3 

〔
小
川
新
田
他
六
カ
村
戸
長
准
一
七
等
官
辞
令
〕 

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
七
月
一
日 

二 

地
方
制
度
と
組
合
村 

4 

起
立
組
合
議
定
書 

小
川
村
外
九
カ
村
組
合
〔
抄
〕 

一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
三
月 

5 

寄
場
親
村
小
川
村
ニ
取
極
候
願
書
写
〔
抄
〕 

一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
三
月
四
日 

6 

御
届
書
〔
旧
一
一
大
区
九
小
区
扱
所
書
籍
仮
移
管
に
付
き
〕 
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
四
月
五
日 

7 

戸
長
配
置
分
離
願
〔
抄
〕 
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
一
〇
月
二
二
日 

8 

北
多
摩
郡
回
田
新
田
村
会
議
規
則 

年
月
日
未
詳 

三 

地
租
改
正
と
地
域
の
由
緒 

9 

再
三
歎
願
書 

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
九
月
二
六
日 

第
二
節 

文
明
化
と
地
域 

一 

徴
兵
制
の
施
行 

10 

明
治
八
年
徴
兵
入
営
旅
費
明
細
表 

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
四
月
三
〇
日 

二 

地
域
の
ま
な
び
と
教
育 

11 

約
定
書 

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
四
月
三
〇
日 

12 

〔
私
塾
開
業
之
件
取
調
達
〕 

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
一
〇
月
九
日 

13 

簡
易
小
学
願 

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
一
〇
月 

三 

伝
染
病
と
医
療
の
近
代
化 

14 

流
行
病
施
治
ノ
儀
ニ
付
伺 

年
月
日
未
詳 

15 

伺
書
〔
コ
レ
ラ
病
流
行
の
徴
に
付
き
〕 

年
月
日
未
詳 

第
三
節 

茶
業
の
隆
盛
と
玉
川
銀
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一 

先
義
会
社
へ
の
参
加 

16 
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連
印
写
〔
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〕 
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17 
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茶
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茶
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茶
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茶
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八
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八
四
（
明
治
一
七
）
年
一
一
月
一
六
日 

21 
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茶
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合
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八
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治
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七
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追
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〕 
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五
（
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治
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年
六
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六
日 

25 

茶
業
組
合
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締
所
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約
書
認
可
願
〔
抄
〕 

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
四
月
二
日 

三 

国
盛
社
と
玉
川
銀
行 

26 

金
円
貸
附
会
社
創
業
願
写
〔
抄
〕 

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
三
月 

27 

資
本
金
名
寄
簿
〔
抄
〕 

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
二
月 

28 

玉
川
銀
行
創
立
願
並
規
則
書
〔
抄
〕 

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
九
月
四
日 

四 

共
進
会
へ
の
参
加 

29 

〔
共
進
会
出
品
申
告
書
に
添
付
の
茶
業
来
歴
〕 

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年 

30 

業
務
沿
革
及
出
品
者
ノ
履
歴 

一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
一
〇
月
五
日 

 

第
二
章 

小
平
村
の
成
立 

第
一
節 

小
平
村
の
誕
生
と
北
多
摩
郡
正
義
派 

一 

小
平
村
の
誕
生 

31 

市
区
町
村
名
ノ
沿
革
〔
抄
〕 

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
一
月
一
日 

32 

〔
村
制
施
行
ま
で
の
〕
沿
革
〔
抄
〕 

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年 

二 

北
多
摩
郡
正
義
派
と
小
平 

33 

〔
懇
親
会
準
備
に
関
す
る
町
田
久
五
郎
宛
小
野
房
次
郎
書
簡
〕 

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
八
月
三
〇
日 

34 

〔
北
多
摩
郡
倶
楽
部
の
性
格
変
更
に
関
す
る
吉
野
泰
三
宛
並
木
喬
平
書
簡
〕 

 

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
六
月
一
二
日 

35 

〔
北
多
摩
郡
倶
楽
部
の
届
け
出
に
関
す
る
吉
野
泰
三
宛
小
野
房
次
郎
書
簡
〕 

 

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
七
月
二
一
日 

36 

〔
北
多
摩
郡
倶
楽
部
の
開
設
を
伝
え
る
吉
野
泰
三
宛
小
野
房
次
郎
書
簡
〕 

 

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
八
月
二
日 

37 

〔
中
村
克
昌
の
県
議
辞
職
に
関
す
る
吉
野
泰
三
宛
小
野
房
次
郎
書
簡
〕 

 

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
八
月
九
日 

38 

〔
正
義
派
解
散
に
関
す
る
吉
野
泰
三
宛
比
留
間
雄
亮
書
簡
〕 

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
七
月
一
五
日 

39 

〔
簿
記
学
校
で
の
生
活
を
伝
え
る
有
田
泰
之
助
宛
高
橋
忠
輔
書
簡
〕 

 

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
四
月
一
一
日 

40 

〔
皆
成
学
校
転
校
を
伝
え
る
吉
野
泰
三
宛
高
橋
忠
輔
書
簡
〕 

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
六
月
二
九
日 

41 

〔
実
業
へ
の
転
身
を
伝
え
る
吉
野
泰
三
宛
小
野
房
次
郎
書
簡
〕 

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
九
月
一
六
日 

42 

〔
幹
事
会
招
集
の
有
田
泰
之
助
宛
正
義
青
年
会
書
簡
〕 

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
〇
月
二
五
日 

43 

〔
退
会
者
の
確
認
を
求
め
る
吉
野
泰
三
宛
国
民
協
会
書
簡
〕 

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年 

三 

東
京
府
移
管
問
題 

44 

〔
東
京
府
移
管
へ
の
尽
力
を
求
め
る
吉
野
泰
三
宛
比
留
間
雄
亮
書
簡
〕 



 

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
一
一
月
二
〇
日 

45 
〔
郡
制
施
行
に
と
も
な
う
移
管
問
題
に
関
す
る
吉
野
泰
三
宛
比
留
間
雄
亮
書
簡
〕 

 

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
八
月
八
日 

第
二
節 

川
越
鉄
道
の
建
設
と
農
会
の
組
織
化 

一 

川
越
鉄
道
の
建
設 

46 

委
任
状
之
事
〔
川
越
鉄
道
線
路
敷
地
売
却
〕 

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
九
月
二
九
日 

47 

意
見
書
〔
川
越
鉄
道
線
路
敷
地
買
収
〕 

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
二
月
五
日 

48 

裁
決
書
〔
川
越
鉄
道
線
路
敷
地
買
収
〕 

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
三
月
二
二
日 

二 

茶
業
組
合
・
蚕
糸
業
組
合
を
め
ぐ
る
動
き 

49 

〔
茶
業
組
合
に
関
す
る
郡
長
訓
令
取
消
問
題
に
つ
い
て
の
吉
野
泰
三
宛
内
野
杢
左
衛
門
書
簡
〕 

 

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
三
月
一
六
日 

50 

〔
農
務
局
か
ら
蚕
糸
業
組
合
へ
の
諮
問
〕 

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
二
月
三
日 

51 

〔
農
務
局
か
ら
の
諮
問
に
対
す
る
〕
答
申
案
〔
抄
〕 

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
二
月
二
六
日 

三 

大
日
本
農
会
北
多
摩
支
会
と
小
平
村
農
会 

52 

〔
大
日
本
農
会
幹
事
池
田
謙
蔵
に
よ
る
系
統
的
品
評
会
の
提
案 

抄
〕 

 

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
八
月 

53 

〔
大
日
本
農
会
北
多
摩
支
会
の
結
成
に
付
き
書
簡 

抄
〕 

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
四
月
二
七
日 

54 

〔
豊
蚕
社
設
立
祝
の
書
状
〕 

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
月
一
六
日 

55 

祝
詞
〔
小
平
村
立
毛
品
評
会
褒
賞
授
与
式
〕 

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
一
一
月
二
八
日 

56 

小
平
村
農
会
規
則
認
可 

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
一
月
一
〇
日 

第
三
節 

日
清
・
日
露
戦
争
と
軍
事
郵
便 

一 

日
清
戦
争
後
の
書
簡
群 

〔
村
の
様
子
〕 

57 

〔
養
蚕
教
事
員
と
し
て
常
陸
国
回
り
の
件
に
付
き
書
簡
〕 

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
三
月
一
七
日 

58 

〔
マ
ラ
リ
ヤ
病
の
様
子
伺
い
及
び
生
糸
小
麦
等
相
場
に
付
き
書
簡
〕 

 

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
七
月
二
七
日 

59 

〔
小
平
村
赤
痢
病
流
行
に
付
き
書
簡
〕 

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
八
月
一
七
日 

〔
任
地
・
台
湾
の
様
子
〕 

60 

〔
今
年
桑
之
相
場
並
に
養
蚕
之
結
果
御
報
せ
願
い
に
付
き
書
簡
〕 

 

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
六
月
七
日 

二 

日
露
戦
争
期
の
軍
事
郵
便 

〔
村
の
様
子
〕 

61 

〔
明
治
三
七
年
度
養
蚕
之
景
況
等
の
報
告
〕 

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
七
月
一
二
日 

62 

〔
秋
蚕
上
簇
及
び
宮
寺
君
召
集
に
付
き
書
簡
〕 

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
八
月
二
五
日 

63 

〔
貴
殿
妻
安
産
並
秋
蚕
大
麦
買
上
等
の
近
況
書
簡
〕 

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
九
月
七
日 

64 

〔
九
月
一
六
日
付
軍
事
郵
便
拝
誦
及
び
写
真
送
付
状
〕 

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
九
月
二
三
日 

65 

〔
陣
中
訪
問
の
書
状
〕 

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
八
月
一
一
日 



〔
戦
地
の
様
子
〕 

66 
〔
一
九
日
よ
り
二
四
日
迄
の
二
〇
三
砲
台
攻
撃
様
子
の
報
告
〕 

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
九
月
二
七
日 

67 

〔
第
四
補
充
員
の
師
岡
安
太
郎
君
面
会
、
自
宅
の
様
子
承
り
報
告
〕 

 

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
一
一
月
二
五
日 

第
四
節 

諸
団
体
と
青
年 

一 

青
年
の
組
織
化 

68 

〔
小
平
村
回
田
青
年
会
〕
青
年
会
々
則 

一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
一
月 

69 

回
田
新
田
青
年
会
会
議
録
〔
抄
〕 

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年 

 

～
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年 

70 

〔
小
平
村
青
年
会
成
立
に
伴
い
回
田
新
田
青
年
会
を
回
田
支
部
と
改
称
す
る
こ
と
に
付
き
〕
祝
辞 

 

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年 

二 

銃
後
の
支
え 

71 

〔
在
郷
軍
人
会
小
平
分
会
〕
沿
革
ノ
大
要
〔
抄
〕 

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年 

三 

村
の
安
全 

72 

北
多
摩
郡
小
平
村
字
野
中
本
通
第
一
衛
生
組
合
規
約 
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
九
月 

73 

〔
野
中
新
田
与
右
衛
門
組
〕
消
防
組
規
約 

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
二
月
三
日 

74 

〔
小
平
村
消
防
組
〕
沿
革
誌
〔
抄
〕 

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年 

四 

生
産
の
支
え
合
い 

75 

〔
小
平
村
信
用
購
買
組
合
〕
大
正
五
年
度
事
業
報
告
書
〔
抄
〕 

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年 

 

第
三
章 

小
平
村
と
学
園
開
発 

第
一
節 

小
平
村
の
養
蚕 

一 

小
平
村
養
蚕
実
行
組
合 

76 

北
多
摩
郡
町
村
別
養
蚕
一
覧 

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
八
月
五
日 

77 

〔
北
多
摩
郡
〕
養
蚕
実
行
組
合
設
立
状
況 

〔
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
〕
一
〇
月
二
五
日 

78 

定
〔
農
業
日
傭
賃
金
等
〕 

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
八
月 

79 

生
石
灰
申
込
調
〔
小
平
村
養
蚕
実
行
組
合
〕 

〔
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
〕 

二 

小
平
村
革
新
養
蚕
実
行
組
合 

80 

〔
小
平
村
革
新
〕
養
蚕
組
合
事
業
成
績 

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
〇
月 

81 

小
平
村
革
新
養
蚕
組
合
調
書
控 

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
度 

82 

〔
小
平
村
革
新
養
蚕
組
合
〕
収
繭
高
並
販
売
価
格
報
告 

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
七
月
七
日 

第
二
節 

小
平
の
煙
草
販
売 

83 

煙
草
販
売
官
署
及
販
売
区
域
ニ
関
ス
ル
件
〔
抄
〕 

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
六
月
二
八
日 

84 

昭
和
九
年
度 

煙
草
売
渡
実
跡
一
覧
表 

小
平
煙
草
販
売
所
〔
抄
〕 

 

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
度 

85 

昭
和
十
一
年
度
事
業
成
績
書 

小
平
煙
草
小
売
人
組
合 

〔
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
六
月
二
五
日
〕 



第
三
節 

学
園
開
発 

一 
明
治
大
学
の
移
転
計
画 

86 

明
治
大
学
移
転
問
題
に
付 

校
友
及
学
生
諸
彦
に
愬
ふ 

〔
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
〕 

87 

明
治
大
学
国
分
寺
移
転
問
題
〔
抄
〕 

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
九
月
一
九
日 

88 

〔
東
京
商
科
大
学
予
科
移
転
決
定
に
際
し
て
の
謝
意
〕 

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
四
月
二
七
日 

二 

東
京
商
科
大
学
予
科 

89 

御
願
〔
箱
根
土
地
株
式
会
社
・
小
平
村
地
主
総
代
〕 

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
三
月
一
〇
日 

90 

陳
情
書
〔
箱
根
土
地
株
式
会
社
・
小
平
村
長
〕 

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
四
月
一
二
日 

91 

契
約
書
〔
東
京
商
科
大
学
・
箱
根
土
地
株
式
会
社 

抄
〕 

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
四
月
一
三
日 

92 

覚
書
〔
道
路
建
設
の
保
証 

小
平
村
長
〕 

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年 

93 

大
学
予
科
概
要
〔
抄
〕 

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
六
月
一
五
日 

94 

多
摩
湖
鉄
道
、
停
車
場
、
停
留
所
新
設
並
廃
止
認
可
申
請
ニ
関
シ
照
会 

 

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
八
月
二
三
日 

95 

小
平
新
風
景 
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
〇
月
九
日 

96 

小
平
移
転
後
の
感
想
を
聴
く 

予
科
生
の
率
直
な
告
白 
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
〇
月
九
日 

三 

女
子
英
学
塾 

97 

塾
の
こ
の
ご
ろ 

新
校
舎
に
移
り
て 

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
一
一
月 

98 

女
子
英
学
塾
の
近
況 

一
九
三
七
（
昭
和
七
）
年 

 

第
四
章 

戦
時
下
の
小
平
と
学
園 

第
一
節 

小
平
村
農
会 

99 

〔
昭
和
一
一
年
度
小
平
村
農
会
収
入
・
支
出
決
算
説
明
と
事
業
報
告
書
〕 

 

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
三
月 

100 

事
業
計
画
書
〔
昭
和
一
三
年
度
小
平
村
農
会
〕 

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
三
月 

第
二
節 

小
売
業
と
戦
時
統
制 

一 

小
平
村
商
業
報
国
会
と
物
資
配
給 

101 

〔
小
平
村
商
業
報
国
会
発
会
式
の
案
内
〕 

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
月
二
三
日 

102 

家
庭
用
石
鹸
配
給
ノ
件 

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
〇
月
二
日 

二 

小
平
村
酒
類
商
組
合 

103 

〔
小
平
村
酒
類
商
組
合 

酒
類
販
売
免
許
申
し
込
み
の
案
内
〕 

 

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
四
月
一
二
日 

104 

〔
小
売
店
の
営
業
時
間
と
定
休
日
を
通
知
〕 

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
一
〇
月
一
〇
日 

第
三
節 

戦
争
と
大
学
・
学
園 

一 

東
京
商
科
大
学
予
科 

105 

予
科
生
の
熱
演
に
観
客
思
は
ず
涙 

又
雨
に
降
ら
れ
た
が 

盛
ん
だ
つ
た
記
念
祭 

 

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
五
月
二
四
日 



106 

勤
労
奉
仕
強
化 

生
徒
も
担
ふ
食
糧
増
産
の
一
翼 

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
四
月
二
五
日 

107 
予
科
生
の
生
活
調
査 

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
三
月
二
五
日 

二 

津
田
英
学
塾 

〔
津
田
英
学
塾
青
年
会
の
活
動
〕 

108 

青
年
会
報
告
〔
村
民
の
為
の
伝
道
会
の
開
催
〕 

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
一
二
月
二
三
日 

〔
慰
問
活
動
〕 

109 

〔
出
征
軍
人
に
送
る
靴
下
編
み
〕 

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
一
二
月
二
三
日 

110 

〔
小
平
村
の
出
征
者
四
〇
名
に
慰
問
金
を
贈
る
〕 

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
八
月
一
七
日 

〔
託
児
所
「
津
田
こ
ど
も
の
家
」〕 

111 

「
津
田
こ
ど
も
の
家
」
開
所
式
の
報
告 

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
一
一
月
二
三
日 

112 

「
津
田
こ
ど
も
の
家
」
の
こ
の
頃 

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
八
月
三
一
日 

113 

「
津
田
こ
ど
も
の
家
」
の
近
況 

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
三
月
一
日 

114 

津
田
子
供
の
家 

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
五
月
二
〇
日 

〔
学
校
工
場
〕 

115 

工
場
だ
よ
り 
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
月
一
五
日 

116 

学
校
工
場
を
顧
み
て 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
月
一
五
日 

第
四
節 

町
制
施
行 

117 

〔
町
制
施
行
申
請
〕
理
由
書 

〔
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
二
月
二
四
日
〕 

118 

村
ヲ
町
ト
為
ス
ノ
義
ニ
付
許
可
禀
請 

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一
月
一
五
日 

119 

〔
町
制
施
行
祝
賀
〕
集
会
届 

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
二
月
一
〇
日 

120 

式
辞
〔
小
平
町
長 

小
野
熊
太
郎
〕 

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
二
月
一
一
日 

121 

祝
辞
〔
北
多
摩
郡
町
村
長
会
長 

中
野
丑
太
郎
〕 

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
二
月
一
一
日 

122 

答
辞
〔
被
表
彰
者
代
表
〕 

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
二
月
一
一
日 

 

第
五
章 

小
平
町
の
戦
後
復
興 

第
一
節 

軍
関
連
施
設
の
跡
地
利
用 

一 

陸
軍
経
理
学
校
跡
地
の
払
下
げ 

123 

〔
小
平
町
長
・
農
業
会
長 

軍
用
地
払
下
げ
〕
嘆
願
書 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
〇
月 

124 

軍
用
土
地
御
貸
下
並
ニ
払
下
請
願
書
〔
小
平
町
長
・
農
業
会
長
〕 

 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
二
月 

125 

陸
軍
〔
用
地
〕
買
収
ニ
係
ル
土
地
調
書 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
二
月
三
日 

126 

請
願
書
〔
小
川
山
家
農
事
実
行
組
合
〕 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
二
月
一
〇
日 

127 

国
有
土
地
一
時
使
用
許
可
申
請
書
〔
小
平
町
長
・
農
業
会
長
〕 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
二
月
二
七
日 

128 

元
陸
軍
用
地
附
属
施
設
（
建
物
）
払
下
認
可
申
請
書
〔
小
平
町
農
業
会
長
〕 

 

年
月
日
未
詳 

129 

元
陸
軍
其
ノ
他
ノ
諸
施
設
面
積 

年
月
日
未
詳 



130 

軍
用
地
御
払
下
請
願
書
〔
堀
野
中
農
事
実
行
組
合
〕 

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
月
一
〇
日 

131 
元
陸
軍
用
地
附
属
施
設
（
建
物
）
一
時
使
用
認
可
申
請
書
〔
小
平
町
長
・
農
業
会
長
〕 

 

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
五
月 

132 

〔
元
陸
軍
施
設
の
一
部
払
下
げ
の
〕
使
用
目
的 

 

年
月
日
未
詳 

133 

請
願
書
〔
小
川
山
家
耕
作
農
民
〕 

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
九
月
一
日 

二 

転
用
後
の
施
設 

134 

コ
ン
ト
集
〝
武
蔵
野
漫
談
〟
〔
東
京
管
区
警
察
学
校
〕 

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
六
月
一
日 

135 

〔
国
立
武
蔵
療
養
所
の
沿
革
〕 

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
一
二
月
一
日 

136 

〔
関
東
管
区
警
察
学
校
〕
学
校
の
沿
革
、
教
養
対
象
施
設
等 

〔
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
〕 

第
二
節 

農
地
の
移
動
と
移
転
施
設 

一 

農
地
を
め
ぐ
る
対
策 

137 

陳
情
書
〔
国
土
計
画
興
業
株
式
会
社
〕 

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
五
月
三
〇
日 

138 

農
地
委
員
会
議
事
録
〔
小
平
霊
園
拡
張
中
止
へ
の
陳
情
等
〕 

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
四
月
二
七
日 

139 

懇
談
会
中
の
住
宅
課
の
希
望 
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
五
月
一
四
日 

140 

〔
小
平
霊
園
に
関
す
る
懇
談
会
〕 
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
五
月
一
九
日 

141 

農
地
委
員
会
議
事
録
〔
軍
用
地
売
渡
計
画
等 

抄
〕 

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
月
二
七
日 

142 

小
平
霊
園
概
況
〔
抄
〕 

〔
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
〕 

二 

移
転
施
設 

〔
戦
時
期
、
小
平
に
設
立
さ
れ
た
施
設
〕 

143 

家
畜
衛
生
試
験
場
の
沿
革 

〔
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
〕 

144 

東
京
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
所 

案
内
書
〔
抄
〕 

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
七
月
一
日 

145 

財
団
法
人
多
摩
済
生
院
事
業
概
況 

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
三
月
三
日 

146 

創
立
当
時
を
顧
み
て
〔
小
金
井
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
〕 

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
一
二
月
二
五
日 

147 

小
金
井
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
略
史 

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
一
二
月
二
五
日 

〔
戦
後
、
小
平
に
設
立
さ
れ
た
施
設
〕 

148 

肢
体
不
自
由
児
の
た
め
の
多
摩
緑
成
会
整
育
園
・
東
京
都
立
光
明
養
護
学
校
多
摩
分
校
〔
抄
〕 

 

〔
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
〕 

149 

東
京
都
多
摩
共
同
作
業
所
概
要 

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
九
月 

150 

小
川
保
育
園
規
則 

〔
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
〕 

第
三
節 

小
平
町
の
農
業
と
恵
泉
女
子
農
芸
専
門
学
校 

一 

小
平
町
の
農
業 

151 

北
多
摩
郡
小
平
町
に
於
け
る
農
業
事
情 

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年 

152 

〔
東
京
都
農
業
試
験
場
の
畑
作
改
善
営
農
試
験
事
業
の
概
要
〕 

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
度 

153 

小
平
町
農
業
の
問
題
点 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
一
月 

二 

恵
泉
女
子
農
芸
専
門
学
校 

〔
小
平
へ
の
移
転
〕 

154 

「
農
専
」
小
平
町
に
移
る 

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
一
月
二
八
日 



155 

恵
泉
女
学
園
短
期
大
学
〔
園
芸
科
〕
昭
和
三
十
三
年
度
入
学
案
内
〔
抄
〕 

 

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
度 

〔
学
生
生
活
〕 

156 

武
蔵
野
の
生
活 

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
五
月
二
二
日 

157 

園
芸
科
の
生
活 

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
六
・
七
月 

〔
日
曜
学
校
・
土
曜
学
校
〕 

158 

日
曜
学
校 

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
二
月
二
五
日 

159 

土
曜
学
校 

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
二
・
三
月 

〔
小
平
の
自
然
〕 

160 

麦
畑 

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
二
月 

161 

小
平
の
温
度 

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
二
月 

第
四
節 

町
村
合
併
の
動
き 

162 

将
来
の
発
展
性
・
合
併
条
件
等
〔
抄
〕 

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
一
〇
月
一
日 

163 

〔
町
村
合
併
に
つ
い
て
小
平
町
民
有
志
会
の
意
見
〕 
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
一
月
一
〇
日 

164 

陳
情
書
〔
三
町
合
併
市
制
の
実
施
は
時
期
尚
早
な
り
〕 
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
一
月
一
八
日 

165 

三
町
合
併
に
つ
い
て
〔
小
平
町
役
場
〕 

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
一
月
二
〇
日 

166 

陳
情
書
〔
三
町
合
併
延
期
に
つ
き 

小
川
一
番
地
区
〕 

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
一
月
二
五
日 

167 

新
市
名
の
公
募
に
つ
い
て 

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
一
月
二
八
日 

168 

声
明
書
〔
三
町
合
併
延
期 

小
平
町
議
会
〕 

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
二
月
二
日 

第
五
節 

工
場
・
研
究
所
の
進
出 

一 

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
東
京
工
場 

〔
東
京
工
場
の
建
設
〕 

169 

東
京
工
場
地
鎮
祭 

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
八
月
五
日 

170 

東
京
工
場
竣
工
式
に
際
し
て
〔
社
長
・
石
橋
正
二
郎
〕 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
六
月
五
日 

171 

東
京
工
場
竣
工 

開
業
披
露
盛
大
に
行
わ
る 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
六
月
五
日 

〔
久
留
米
工
場
か
ら
の
転
勤
〕 

172 

東
工
幹
部
訓
練 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
二
月
五
日 

173 

東
工
探
訪 

躍
動
す
る
東
京
工
場
〔
久
留
米
の
経
験
を
生
か
し
て
〕 

 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
三
月
五
日 

174 

続
々
東
工
へ
・
家
族
第
一
陣
も
出
発 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
四
月
五
日 

175 

座
談
会 

東
京
工
場
あ
れ
こ
れ 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
八
月
五
日 

二 

日
立
製
作
所
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
研
究
所 

176 

研
究
所
独
立
第
二
年
目
を
迎
え
て
〔
抄
〕 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
月
一
日 

177 

独
立
一
周
年
を
回
顧
し
て 

座
談
会
開
催 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
七
月
一
日 

第
六
節 

小
平
町
の
国
民
健
康
保
険 

178 

国
民
健
康
保
険
の
あ
ら
ま
し
〔
抄
〕 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年 

179 

小
平
村
国
民
健
康
保
険
組
合 

〔
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
〕 



180 

戦
後
の
国
民
健
康
保
険
の
再
建 

〔
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
〕 

181 
昭
和
二
四
年
、
小
平
町
国
民
健
康
保
険
の
再
建
案
と
そ
の
流
産 

〔
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
〕 

182 

昭
和
三
四
年 

小
平
町
国
民
健
康
保
険
事
業
実
施 

〔
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
〕 

183 

国
民
健
康
保
険
関
係
年
表 

〔
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
〕 

 

第
六
章 

郊
外
都
市
へ
の
変
貌 

第
一
節 

市
制
施
行
と
長
期
総
合
計
画 

一 

市
制
施
行 

184 

〔
市
制
施
行
〕
理
由
書 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
三
月
二
二
日 

185 

市
名
お
よ
び
市
名
選
定
の
理
由 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
三
月
二
二
日 

186 

住
民
感
情
の
動
向 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
三
月
二
二
日 

187 

式
辞
〔
小
平
市
長 

小
川
睦
郎
〕 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
一
〇
月
一
日 

188 

祝
辞
〔
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
株
式
会
社 

石
橋
正
二
郎
〕 
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
一
〇
月
一
日 

二 

小
平
市
長
期
総
合
計
画 

189 

〔
総
合
計
画
の
策
定
意
義
・
内
容
と
方
法
等
〕 

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
三
月 

第
二
節 

農
業
環
境
の
変
化 

一 

小
平
市
農
業
近
代
化
計
画 

190 

小
平
市
農
業
近
代
化
計
画 

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
二
月 

二 

恵
泉
女
学
園
短
期
大
学
園
芸
生
活
科
の
転
出 

〔
変
わ
り
ゆ
く
小
平
と
学
園
生
活
〕 

191 

変
わ
り
ゆ
く
武
蔵
野
に
よ
せ
て 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
七
月 

192 

〔
近
所
の
人
た
ち
に
聞
く
〕
恵
泉
の
第
一
印
象 

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
三
月 

〔
神
奈
川
県
中
郡
伊
勢
原
町
へ
の
転
出
〕 

193 

〔
園
芸
生
活
科
移
転
の
報
告
〕 

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
七
月 

194 

学
校
の
近
況
〔
楡
並
木
の
伐
採 

抄
〕 

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
七
月 

第
三
節 

工
場
と
小
平
市 

一 

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
東
京
工
場 

〔
工
場
の
変
遷
〕 

195 

東
京
工
場
雑
感 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
五
月
五
日 

196 

東
京
工
場
の
変
遷
（
一
） 

土
地 

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
一
月
一
〇
日 

197 

東
京
工
場
の
変
遷
（
二
） 

整
地 

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
二
月
一
日 

198 

東
京
工
場
の
変
遷
（
八
） 

工
場
建
設 

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
六
月
二
〇
日 

199 

東
京
工
場
の
変
遷
（
終
回
） 

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
七
月
二
〇
日 

200 

東
京
工
場 

魚
や
草
木
を
通
じ
て
対
話
が
生
ま
れ
る 

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
七
月 

〔
工
場
と
地
域
〕 

201 

小
平
第
六
小
学
校
竣
工 

寄
贈
式
行
わ
る 

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
二
月
五
日 



202 

第
六
小
学
校
へ
プ
ー
ル
を
寄
贈 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
九
月
五
日 

203 
園
児
募
集
の
お
し
ら
せ 

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
一
二
月
一
五
日 

204 

〝
地
域
社
会
あ
っ
て
の
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
〟
の
認
識
を
も
っ
て 

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
三
月
一
日 

〔
工
場
と
従
業
員
〕 

205 

デ
ミ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
で
か
け
ま
わ
る 

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
一
二
月 

206 

「
余
暇
」
を
創
造
し
よ
う 

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
五
月 

207 

中
堅
女
子
社
員
訓
練
ス
タ
ー
ト 

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
一
二
月
一
五
日 

208 

座
談
会 

〝
余
暇
を
有
効
に
活
用
し
よ
う
〟 

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
一
〇
月
一
〇
日 

〔
工
場
と
家
族
〕 

209 

私
の
家
族 

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
二
月 

210 

〔
や
が
て
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
た
め
に
も
〕 

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
七
月 

211 

子
ぼ
ん
の
う
な
パ
パ 

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
九
月 

212 

仲
の
よ
い
パ
パ
と
マ
マ 

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
四
月 

〔
工
場
の
青
年
た
ち
〕 

213 

養
成
工
講
座
を
顧
み
て 
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
〇
月
一
〇
日 

214 

東
北
地
区 

養
成
工
父
兄
会 

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
〇
月
一
〇
日 

215 

躍
進
す
る
東
京
工
場
を 

あ
な
た
の
御
子
弟
友
達
で
！ 

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
一
月
一
〇
日 

216 

お
父
さ
ん 

お
母
さ
ん 

元
気
で
働
い
て
い
ま
す 

養
成
工
東
北
父
兄
会 

 

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
八
月
一
〇
日 

217 

働
く
青
少
年
の
生
活
文
コ
ン
ク
ー
ル
〔
受
賞
作
品
〕 

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
一
二
月
九
日 

218 

寮
生
の
み
な
さ
ん
へ
〔
寮
自
治
会
基
本
方
針
〕 

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
八
月
二
九
日 

〔
科
学
技
術
学
園
工
業
高
校
教
室
〕 

219 

Ｂ
Ｓ
初
の
卒
業
生 

科
学
技
術
工
高
教
室 

一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
四
月 

二 

日
立
製
作
所
武
蔵
工
場 

〔
武
蔵
工
場
の
半
導
体
生
産
〕 

220 

「
む
さ
し
」
五
十
号
発
刊
を
祝
す
〔
抄
〕 

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
二
月
一
日 

221 

み
ん
な
で
協
力 

生
産
増
強 

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
五
月
二
二
日 

〔
工
場
と
地
域
〕 

222 

ア
パ
ー
ト
な
ど
建
築
中 

四
月
頃
完
成
予
定 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
月
一
日 

223 

社
宅
児
童
遊
園
地
完
成 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
九
月
一
日 

〔
工
場
と
従
業
員
〕 

224 

新
制
中
学
校
卒
業
者
採
用
入
社
試
験 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
二
月
一
日 

225 

結
婚
退
職
が
多
い
よ
う 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
三
月
一
日 

226 

将
来
を
考
え
真
剣
な
努
力 

技
養
普
通
科
養
成
員
の
感
想 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
七
月
一
日 

227 

雑
感
〔
女
性
従
業
員
〕 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
四
月
一
日 

228 

中
卒
採
用
試
験
実
施 

附
近
地
出
身
者
約
一
二
五
名
採
用 

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
二
月
一
日 

229 

働
き
な
が
ら
美
し
く
な
れ
ま
す 

チ
ャ
ー
ム
サ
ロ
ン
一
二
／
九
日
か
ら
開
設 



 

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
一
一
月
二
八
日 

〔
技
能
者
養
成
〕 

230 

優
れ
た
技
術
者
を
育
成 

新
発
足
の
工
業
専
門
学
校 

来
年
一
月
か
ら 

 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
〇
月
一
日 

〔
日
立
武
蔵
女
子
高
等
学
園
〕 

231 

働
く
青
少
年
の
生
活
コ
ン
ク
ー
ル 

故
郷
を
離
れ
て
働
く
生
活 

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
一
二
月
一
日 

232 

特
集 

日
立
武
蔵
女
子
学
園 

一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
四
月
一
日 

〔
寮
生
活
〕 

233 

若
葉
寮
教
養
講
座 

寮
生
は
熱
心
に
勉
強 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
一
二
月
一
日 

234 

故
郷
へ
お
便
り
第
一
報 

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
四
月
一
日 

235 

娘
よ
、
す
な
お
に
伸
び
て
お
く
れ 

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
九
月
一
日 

〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
〕 

236 

世
界
を
め
ざ
す
六
人
制
バ
レ
ー
チ
ー
ム
誕
生 

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
一
二
月
一
日 

237 

初
の
国
際
親
善
試
合 
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
一
月
一
日 

第
四
節 

小
平
市
の
商
工
業 

一 

小
平
商
工
会 

238 

小
平
商
工
会
設
立
趣
意
書 

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
四
月
一
〇
日 

239 

昭
和
三
十
六
年
度
事
業
計
画
案 

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
四
月
一
〇
日 

240 

〔
創
立
二
〇
周
年
を
祝
し
て
〕 

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
七
月
一
五
日 

二 

商
店
街 

241 

小
平
の
商
店
街
雑
観 

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
一
一
月
一
日 

242 

商
店
街
だ
よ
り 

花
小
金
井
商
栄
会 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
六
月
一
日 

243 

商
店
街
だ
よ
り 

学
園
坂
商
店
会 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
一
一
月
一
日 

244 

商
店
街
だ
よ
り 

西
学
園
共
栄
会 

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
一
月
一
日 

245 

商
店
街
だ
よ
り 

学
園
一
番
街
商
店
会 

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
六
月
一
日 

三 

大
型
店
の
進
出 

246 

回
顧
録
〔
ダ
イ
エ
ー
の
出
店
〕 

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
一
月
一
日 

247 

商
店
街
活
動
に
思
う
〔
ダ
イ
エ
ー
反
対
運
動
は
終
わ
っ
た
〕 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
一
月
一
日 

四 

小
売
店
経
営
実
態
調
査 

248 

小
売
店
経
営
実
態
調
査
報
告 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
一
月
一
日 

第
五
節 

小
平
の
交
通 

一 

西
武
鉄
道 

249 

小
川
駅
昔
か
ら
現
在
ま
で 

駅
へ
畑
道
一
二
曲
り 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
七
月
一
五
日 

250 

小
平
駅 

現
況
と
運
輸
量 

乗
客
一
四
年
間
で
三
・
三
倍 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
七
月
一
五
日 

251 

一
橋
学
園
駅 

堤
会
長
が
開
発
の
学
園
町
も 

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
二
月
一
日 

252 

小
平
駅 

駅
周
辺
に
石
材
店
が
二
九
店 

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
三
月
一
〇
日 

二 

西
武
バ
ス 



253 

申
請
事
由
書
〔
久
米
川
駅
～
武
蔵
小
金
井
駅
路
線 

抄
〕 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
三
月
一
二
日 

254 
聴
聞
に
於
け
る
公
述
概
要
書
〔
久
米
川
駅
～
小
平
学
園
駅
～
武
蔵
小
金
井
駅
路
線
等 

抄
〕 

 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
七
月 

255 

久
米
川
駅
～
小
平
学
園
駅
～
武
蔵
小
金
井
駅
間
免
許
促
進
陳
情
書 

 

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
七
月 

第
六
節 

小
平
市
の
医
療
・
福
祉 

一 

小
平
市
医
師
会 

256 

医
師
会
の
現
状
に
つ
い
て 

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
五
月 

257 

小
平
市
ね
た
き
り
老
人
訪
問
医
療
事
業
（
第
一
報
） 

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
五
月 

258 

公
衆
衛
生
部
だ
よ
り
② 

小
平
市
に
お
け
る
定
期
結
核
検
診
現
況 

 

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
六
月
一
日 

259 

公
衆
衛
生
活
動 

昭
和
五
二
年
の
回
顧 

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
一
月
一
日 

二 

小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会 

〔
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
〕 

260 

昭
和
四
四
年
度 

事
業
計
画
に
き
ま
る 

組
織
の
強
化
に
重
点 
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
四
月
二
〇
日 

261 

恒
例
の
老
人
福
祉
大
会
！ 

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
一
月
一
五
日 

262 

巣
立
つ
年
少
者
を
励
ま
す
会 

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
五
月
二
〇
日 

263 

盛
況
を
き
わ
め
た
第
三
回
社
協
福
祉
ま
つ
り
！ 

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
一
月
一
日 

264 

盛
会
だ
っ
た
身
体
障
害
者
福
祉
大
会 

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
一
二
月
一
五
日 

〔
福
祉
施
設
と
団
体
〕 

265 

福
祉
関
係
諸
団
体
案
内 

一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
四
月
一
日 

266 

施
設
紹
介 

社
協
会
員
施
設
① 

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
二
月
二
五
日 

267 

施
設
紹
介 

社
協
会
員
施
設
② 

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
五
月
三
〇
日 

〔
母
子
・
父
子
家
庭
の
実
態
と
福
祉
に
対
す
る
市
民
の
声
〕 

268 

こ
れ
が
小
平
市
の
母
子
・
父
子
家
庭
の
実
態 

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
八
月
二
〇
日 

269 

福
祉
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
（
市
民
の
声
） 

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
八
月
二
〇
日 

270 

障
害
を
の
り
こ
え
て
!! 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
五
月
二
〇
日 

三 

小
平
市
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会 

271 

福
祉
事
務
所
一
〇
年
の
歩
み
と
民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て 

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
九
月
一
日 

272 

民
生
委
員
活
動
の
中
か
ら 

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
九
月
一
日 

273 

母
子
児
童
専
門
委
員
と
し
て 

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
三
月 

274 

小
平
民
協
の
主
な
活
動
実
績 

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
三
月 

275 

障
害
者
福
祉
都
市
推
進
事
業
に
つ
い
て 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
三
月 

四 

あ
さ
や
け
作
業
所 

〔
あ
さ
や
け
作
業
所
の
活
動
〕 

276 

あ
さ
や
け
だ
よ
り
新
装
号 

発
行
に
あ
た
っ
て
の
決
意 

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
一
〇
月
一
五
日 

277 

第
四
回
め
ざ
す
会
バ
ザ
ー
ル 

一
二
〇
万
円
の
純
益
！ 

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
一
一
月
一
五
日 



278 

五
十
一
年
度
決
算
報
告 

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
四
月
一
五
日 

279 
新
し
い
出
発 

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
三
月
二
〇
日 

280 

お
祝
い
の
言
葉
〔
社
会
福
祉
法
人
認
可
〕 

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
三
月
二
〇
日 

281 

あ
さ
や
け
第
二
作
業
所
の
あ
ゆ
み 

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
九
月
二
〇
日 

282 

あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト 

ぼ
く
ら
は
働
け
る
の
さ 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
九
月
二
〇
日 

283 

大
盛
況
だ
っ
た
あ
さ
や
け
大
バ
ザ
ー
ル 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
一
〇
月
二
〇
日 

〔
あ
さ
や
け
作
業
所
を
支
え
る
人
た
ち
〕 

284 

第
二
回 

あ
さ
や
け
を
支
え
る
人
た
ち 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
二
月
二
〇
日 

285 

第
三
回 

あ
さ
や
け
を
支
え
る
人
た
ち 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
三
月
二
〇
日 

286 

第
八
回 

あ
さ
や
け
を
支
え
る
人
た
ち 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
一
一
月
二
〇
日 

〔
障
が
い
児
学
校
卒
業
生
の
進
路
〕 

287 

期
待
さ
れ
る
民
間
作
業
所 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
一
〇
月
二
〇
日 

〔
小
川
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
〕 

288 

小
川
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
せ
る
想
い 
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
一
二
月
二
〇
日 

第
七
節 

小
平
市
の
地
域
意
識 

一 

小
平
郷
土
研
究
会 

289 

小
平
郷
土
研
究
会
会
則 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
五
月
一
日 

290 

創
刊
の
辞
〔
会
長
・
小
川
愛
次
郎
〕 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
五
月
一
日 

291 

発
刊
を
祝
し
て
〔
顧
問
・
木
村
礎
〕 

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
五
月
一
日 

二 

小
平
市
玉
川
上
水
を
守
る
会 

〔
守
る
会
の
会
報
〕 

 

292 

『
小
平
市
玉
川
上
水
を
守
る
会
＝
会
報
』
第
〇
号 

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
九
月
一
五
日 

〔
活
動
と
あ
ゆ
み
〕 

293 

会
の
歩
み 

守
る
会
の
実
績
報
告
〔
一
九
七
四
年
〕 

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
二
月
一
日 

〔
会
員
の
声
〕 

294 

玉
川
上
水
を
覗
い
て 

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
一
二
月
五
日 

〔
地
域
の
人
び
と
の
意
識
〕 

295 

学
園
特
集 

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
一
月
二
五
日 

296 

文
化
祭
活
動 

玉
川
上
水
を
歩
き
・
撮
り
・
聞
き
・
考
え
る
都
立
国
分
寺
高
校
三
年
有
志 

 

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
一
月
三
一
日 

三 

清
瀬
高
等
学
校
の
地
域
調
査
報
告
書 

297 

養
護
施
設
を
訪
ね
て 

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
三
月 

  


